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③て巨かわら 
男 25,038人
女 26,802人 

市 の 人 口 

51,840人 

世帯数 13,741世帯 

（昭和50年 8 月 1日現在 lIl民基本台帳から 

ヤ ー ア ド セ 五所川原甚句保存会（鶴谷初太郎 盆踊り大会を開いた。幼児からおとしよりまでおもいおもいの衣

会長）ではさる 8 月18日から 3 日問、市庁舎前のおまつり広場で 粧を着飾った踊子の手足も軽やかに広場せましと踊っていた。 
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八
月
二
十

一

日
 
猛
暑
 

九
時
市
民
文
 

化
会
館
ホ
ー
ル
 

で
行
わ
れ
た
第

八
回
市
農
協
通

常
総
会
に
出
席
。
 

十
時
三
十
分

東
」界
ラ
ン
ド
ス
 

ケ
ー
プ
研
究
所
長
小
林
治
人
先

生
を
市
長
公
室
に
お
迎
え
す
る
。
 

日
焼
け
し
た
先
生
は
昨
日
イ
ラ

ン
の
テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
帰
国
し
た

ば
か
り
と
い
う
。
か
ね
て
依
頼

し
て
い
た
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
一
部
変
更

の
図
面
を
中
心
に
説
明
を
う
け

た
が
、
ひ
き
つ
づ
き
運
動
公
園

の
直
接
関
係
者
で
あ
る
市
体
協

の
増
田
桓
一
会
長
、
斎
藤
貢
同

副
会
長
、
柔
道
協
会
長
、
岩
見

啓
造
市
体
協
理
事
長
、
神
幸

一

野
球
協
会
長
、
三
上
智
保
同
理

事
長
、
丸
海
老
祐
造
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
協
会
長
、
菊
池
富
美
雄
相

撲
協
会
理
事
長
、
佐
々
木
清
広

サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
理
事
長
の

方
々
と
と
も
に
詳
細
協
議
を
続

行
し
た
。
 

運
動
公
園
敷
地
は
旧
五
農
跡

地
約
七
万
平
方

メ
ー
ト
ル
と
水

田
買
収
約
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
一
部

に
つ
い
て
は
目
下
造
成
中
で
あ

る
も
の
の
敷
地
内
の
農
業
用
水

堰
が
二
十
八
本
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
統
廃
合
の
実
現
に
関
係
の

あ
る
国
営
平
川
農
業
水
利
事
業

の
工
期
に

つ
い
て
去
る
八
月
十

一
日
早
瀬
野
ダ
ム
定
礎
式
で
漸

く
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
が
、
そ
 
 

れ
に
よ
る
と
着
工
四
＋
八
年
八

月
、
完
工
予
定
五
十
五
年
三
月

と
発
表
さ
れ
、
そ
の
遅
れ
に
驚

い
た
も
の
だ
が
、
さ
ら
に
同
時

着
工
に
予
定
さ
れ
て
い
た
水
系

整
備
も
低
成
長
時
代
へ
の
移
行
、
 

そ
し
て
総
需
要
引
き
締
め
の
あ

お
り
を
喰
ら
っ
て
こ
の
ま
、
で

は
国
体
開
催
年
の
五
十
二
年
に

も
現
存
す
る
水
路
の
変
更
は
許

さ
れ
な
い
し
、
こ
れ
を
待
っ
て

い
て
は
運
動
公
園
の
諸
施
設
の

建
設
が
遅
れ
る
ば
か
り
な
の
で

国
体
柔
道
会
場
に
予
定
の
市
民

体
育
館
建
設
場
所
を
隣
地
に
ず

ら
し
ま
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場

跡
地
に
は
、
公
式
戦
の
野
球
場

を
建
設
す
る
等
現
在
の
水
路
変

更
を
考
え
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
 

む
し
ろ
新
田
開
発
の
歴
史
的
所

産
で
あ
る
水
郷
と
し
て
の
水
路

を
将
来
に
わ
た
っ
て
保
存
し
よ

う
と
す
る
ね
ら
い
も
あ
り
、
こ

れ
を
活
用
し
た
花
首
白
蒲
園
、大

温
室
等
を
加
味
し
た
修
景
広
場

を
考
え
、
全
市
民
に
利
用
さ
れ

る
憩
い
の
場
と
し
て
運
動
公
園

を
と
い
う
こ
と
で
意
見
の
一
致

を
み
た
。
 

十
三
時
三
十
分
“
都
市
の
緑
 

〉
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の

た
め
小
林
先
生
と
と
も
に
三
浦
、
 

山
田
、
阿
部
、
木
村
各
関
係
課

長
、
小
山
教
育
長
、
藤
田
公
社

事
務
局
長
等
と
と
も
に
狼
野
長

根
公
園
、
津
軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
、
／

タ
ー
、
長
者
森
平
和
公
園
、
不

動
公
園
、
味
附
ケ
沢
学
校
林
、
 

新
農
業
セ
ン
タ
ー
の
現
地
調
査

へ
。
 



生
活
環
境
 

パ
ト

ロ
ー
ル

本
部
 

住
み
よ
い
 

環
境
づ
く
り
に
 

でんわ 
⑤ 1414 

なんとか、糸駒い競争 

姿勢を正して、 1 、 2. 3 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
大
谷慶
作
会
長
）
主
催
の
第

一
回
老

人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
八
月
十
九
日
午
前
、
南
小
学
校
校
庭
に
お

よ
そ
五
百
人
の
お
と
し
よ
り
が
参
加
し
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
競
技
に
参
加
し
た
お
と
し
よ
り
た
ち
が
入
場
行

進
、
佐
々
木
市
長
ら
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
た
あ
と
、
全
員

長
寿
体
操
で
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
曇
り
空
の
む
し
暑
い
天
気
で
し
た
が
、

コ
ッ
プ
に

水
を
入
れ
て
走

る
水
運
び
競
争
や
縄
絢
い
競
技
に
珍
プ
レ
ー
も
続

出
、
応
援
席
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
と
ん
で
い
ま
し
た
o
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ゴールインはn粉丘か 

こ
ん
な
お
子
さ
ん
が

い
た
ら
 

x
 
無
料
 
巡
回
児

童

相

談
所

x
 

巡
回
児
童
相
談
所
の
開
設
を

次
の
日
程
で
お

こ
な
い
ま
す
。
 

困
る
児
童
の
相
談
）
 

し
体
不
自
由
相
談
（
手
や
足

が
不
自
由
な
児
童
の
相
談
）
 

言
語
障
害
相
談
（
普
通
に
し

ゃ
べ
れ
な
い
児
童
の
相
談
）
 

そ
の
他
、
精
神
薄
弱
、
教
護
、
 

長
欠
、
不
就
学
、
し
つ
け
の
各
 

北五母親大会開く 
お気軽に参加を 

北
五
母
親
大
会

実
行
委
員
会

（後

藤
恵
美
子
会
長
）
 

主
催
の
北
五
母
親

大
会
は
、
九
月
十

四
日
（
日
）午
前
九

時
か
ら
五
所
川
原

南
小
学
校
（
予
定
 

）
で
開
か
れ
ま
す

の
で
多
数
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
 

大
会
に
は
、
県
農
協
中
央
会

の
菊
池
ま
さ
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
次
の
三

つ
の
分
科
会
で

討
議
し
ま
す
。
 

①
教
育
（
幼
稚
園
、
保
育
園
、
 

小
学
校
）
子
供
の
し

つ
け
、
保

育
料
、
通
信
せ
ん
な
ど
、
子
供
 

相
談
員
は
、
医
師
、
心
理
判

定
員
、
児
童
福
祉
司
、
言
語
治
 

「
ー河
川
公
園
の
地
J
 

F
元
説
明
会
開
催

L
 

岩
木
川
河
川
公
園
の
地
元
説

明
会
が
、
九
月
五
日

（
金
）
午

前
十
時
か
ら
産
経
会
館
五
階
で

開
か
れ
ま
す
。
 

を
と
り
ま
く
環
境
や
生
活
な
ど

に
つ
い
て
 

②
教
育

（
中
学校
、
高
校
）
 

子
供
の
生
活
、
入
試
制
度
、
 

家
庭
学
習
や
学
校
で
の
勉
強
な

ど
 ③

私
た
ち
の
く
ら
し
 

米
価
、
公
害
、
物
価
、
子
供

を
と
り
ま
く
生
活
環
境
な
ど
、
 

み
ん
な
で
問
題
を
出
し
合
っ

て

話
し
合

い
ま
す
。
 

▽
九
月
四
日
（
木
）
午
前
九
 

療
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
な
ど
で

時
半
か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

す
0
児
童
の
生
年
月
日
、
生
育

▽
九
月
五
日
（
金
）
午
前
九
 

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
方
 

時
半
か
ら
市
中
央
公
民
館
 

の
付
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（相
談
内
容
）
 
養
護
相
談
 

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
 

（養
育
に
欠
け
た
り
、
養
育
に
 

に
お
間
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

相
談
と
h竺
っ
て
お
り
ま
す
。
 



こぽさないで.ノ 

ねじり鉢巻きだてじゃない 

与
 

難
嚇
『
二『
ら
ぎ護
 
〉
 

糾
麟
熱
舞
熱

叫
ジ
ノ
三
 
孟
」
二
 

雄麟舞騒舞繊響響麟難昌 

柔
道
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
主
会
場
四
面
、
五
農

跡
地
の
菊
ケ
丘
に
予
備
会
場
と

し
て
二
面
、
練
習
会
場
は
市
内

の
五
高
四
面
、
五
工
四
面
そ
の

外
南
斗
、
五
小
、
中
央
小
の
十

二
面
を
整
備
し
て
使
用
す
る
予

定
で
あ
る
。
し
か
し
雨
犬

の
場

合
を
考
慮
し
、
各
小
中
校
の
校

庭
も
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
と
 

×国
体
だ
よ

り
「v

 

思
わ
れ
る
の
で
若
干
補
修
し
て

選
手
の
練
習
に
万
全
を
期
す

つ

も
り
で
い
る
。
 

青
年
男
子
、
青
年
女
子
、
少

年
女
子
の
三
種
目
で
あ
る
が
、
 

ー
チ

ー
ム
は
監
督
を
入
れ
て
十

三
名
、
種
別
毎
十
六
チ

ー
ム
な

の
で
選
手
数
は
六
二
四
名
に
な

り
そ
の
外
大
会
役
員
一
〇
〇
名

を
入
れ
る
と
七
二
四
名
に
な
竜

な
お
、
少
年
男
子
十
六
チ

ー
 

ム
、
二
〇
四
名
は
板
柳
町

で
覇

を
競
う
わ
け
で
あ
る
が
柔
道
よ

り
約
百
名
少
い
こ
と
に
な
る
。
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n
第
六
回
「

マ

／ー
ー
 

体
 

市
教
育
委
員
会
E
催
の
、
 
「
 

第
六
回
マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
」
 

は
、
九
月
十
四
日
（
日
）
五

中
体
育
館
な
ど
三
会
場
で
開
か

れ
ま
す
。
 

既
婚
の
家
庭
婦
人
で
あ
れ
ば

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
．
 

当
日
は
午
前
八
時
半
か
ら
圧
．
 

中
体
育
館
で
開
会
式
の
あ
と
午
 

爆
音
器
は
住
宅
地
ー
 

ー
か
ら
離
し

て
 

稲
の
発
熱
期
に
人
り
、
ス
ズ

メ
追
い
、
 
「爆
音
器
」
の
使
用

が
盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
 
「爆
音
器
」
 
の
使

用
の
場
所
や
時
間
に
よ
っ
て
は
 

マ
さ
ん
ー
 

育
大

ム
 
／
 

前
九
時
か
ら
競
技
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
 

競
技
種
目
と
会
場
は
次
の
と

お
り
で
す
。
 

▽
簡
易
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五

中
体
育
館
 

▽
卓
球
 
中
央
小
体
育
館
 

▽
綱
引
き
 
五
‘
中
校
庭
 

乳
児
や
病
人
の
安
静
の
妨
げ
に

な
る
な
ど
付
近
住
民
に
大
き
な

迷
惑
を
お
よ
ぼ
十
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
を
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
「
爆
音
器
」
の
取
付
は
で

き
る
だ
け
住
宅
地
か
ら
離
す
こ

ン
」
 

▽
夜
問
は
絶
対
使
用
し
な

い

一
」ン
」
 

“「
国
体を
。×
り
ん
ご

×の
赤
い
真
心
で

×
 



スライド制により 

年金額が高くなります 
おしらせ 

0 
電 

市
政
ダ
イ
ヤ
ル
 

市
政
に
つ
い
て
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
 
⑤4321番 
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川
ー
 

の
ア
イ
デ
ア

ー
 

ー
 

／
 

貯
金
箱
」
 
コ
ンク
ー
ル

ー

v
 

五
高
音
楽
部
の

定
期
演
奏
会
 

第

一
回
五
所
川
原
高

校
音
楽
部
定
期
演
奏
会

が
次
の
日
程
で
開
か
れ

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
 

こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
命
中

部
位
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
犬
を

放
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
最
近
野
犬
が
群
れ
を

な
し
て
住
宅
地
を
う
ろ
つ
き
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
子

供
た
ち
が
近
づ
く
と
襲
わ
れ
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
 

お
い
で
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
 

す
。
 

▽
と
き
 
九
月
六
日

（土
）
 

午
後
六
時
半
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

ホ
ー
ル
 

な
お
、
 
 
入
場
は
無
料
で
す

o
 

野
犬
の
群
れ
を
み
か
け
た
ら

直
ち
に
五
所
川
原
保
健
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
 

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
作
っ

た
楽
し
く
使
い
や
す
い
貯
金
箱

を
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▽
応
募
で
き
る
方
 
小
、
中
、
 

高
校
生
、
大
学
生
な
ら
ど
な
た

で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

▽
作
品
の
大
き
さ
 
タ
テ
、
 

ョ
コ
、
高
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十

撃
を
こ
え
な
い
も
の
で
、
お

一

人
一
点
だ
け
。
材
料
は
自
由
で
 

コ
教
育

振
興
会
に

J
 

r
記
念
寄
付

1
2件
L
 

財
団
法
人
「
市
教
育
振
興
会
 

」
 
には
、
過
去
三
カ
年
間
に

一

般
市
民
か
ら
次
の
名
称
の
記
念

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。
 

1
厄
払
い
剰
余
金

J
 

F
五
万
円
を
寄
付

L
 

昭
和
四
十
五
年
の
厄
払
い
実

行
委
員
会
（
渋
谷
守
夫
会
長
）
 

は
、
こ
の
ほ
ど
厄
払
い
の
剰
余

金
五
万
円
を
福
祉
施
設
と
子
供

会
リ
ー
ダ
ー
会
に
寄
付
し
ま
し

た
。
 

す
。
 

▽
応
募
の
し
か
た
 
貯
金
箱

の
適
当
な
と
こ
ろ
に
、
住
所
、
 

氏
名
、
年
齢
、
学
校
名
、
学
年

を
は
っ
き
り
書
い
て
運
送
中
こ

わ
れ
な
い
よ
う
包
装
し
て
く
だ

さ
い
。
 

▽
締
切
り
 
九
月
五
日
ま
で

お
近
く
の
郵
便
局
へ
。
 

▽
開
業
記
念
 
二
件
▽
米
寿

記
念
 

一
件
▽
叙
勲
記
念
 

一

件
▽
開
院
記
念
 

一
件
▽
還
暦

記
念
 

一
件
▽
長
寿
祝
賀
記
念

一
件
▽
結
婚
記
念
 
二
件
▽

香
典
返
し
 

一
件
▽
媒
酌
人
記

念
 

一
件
▽
退
職
記
念
 

一
件
 

コ
百
沢
の
被
災
地
ー
 

F
へ
見
舞
金
 

三
好
婦
人
会

（小
野
正
子
代

表
）
は
、
八
月
七
日
市
福
祉
事

務
所
を
と
お
し
岩
木
町
百
沢
の

水
害
被
災
地
へ
現
金

一
万
円
を

贈
り
ま
し
た
。
 

ハm
開
す
、
 

五
所
川
原
で
 

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
 

日
本
放
送
協
会
な
ど
主
催
の
、
 

「特
別
巡
回
ラ
ジ
ォ
体
操
」
が
、
 

十
月
十
日
（
体
育
の
日
）
午
前

六
時
半
か
ら
五
所
川
原
第
一
中

学
校
校
庭
で
お
こ
な
わ
れ
、
N
 

H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
か
ら
全

国
放
送
さ
れ
ま
す
。
 

当
日
が
雨
天
の
場
合
は
、
同

校
体
育
館
で
お
こ
な
い
ま
す
の

で
、
 一
般
市
民
多
数
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

コ
季
節
労
働
者
の

J
 

Fー

技
能
講
習
会

L
 

五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
所

で
は
、
季
節
労
働
者
を
対
象
と

し
た
「
技
能
講
習
会
」
を
次
の

日
程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

▽
足
場
、
型
わ
く
 
九
月
十

六
日
、
十
七
日
 

▽
土
止
 
九
月
十
八
日
、
十

九
日
 

▽
と
こ
ろ
 
市
内
上
平
井
町
 

「北
地
方
教
育
会
館
」
 

▽
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

▽
受
講
定
員
 
足
場
三
十
人

型
わ
く
三
十
人
、
土
止
五
十
人
 

▽
受
講
申
請
の
窓
口
 

安
定
所
紹
介
窓
ロ
①
蕃
、
⑦
）
 

番
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

最
近
犬
の
放
し
飼
い
に
よ
り
、
 

人
に
危
害
を
加
え
た
り
、
畑
作

が
荒
さ
れ
て
困
る
と
苦
情
が
で

て
い
ま
す
。
 

犬
を
放
し
飼
い
す
る
と
、
 
「
 

青
森
県
飼
犬
取
締
条
例
」
 
によ

り
罰
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
保
健
所
で
は
、
随
時
麻

酔
銃
に
よ
り
野
犬
の
補
獲
を
お
 

1
 

の
群
れ
に
注
意

ー

→
 

／
 

放
し
飼
い
は

で
き
ま
せ
ん
・
k
 

物価高で、預金が目減りするとさわがれていますが、国民年

金は物の上がり下がりに応じて年金額をスライ ドする仕組みに

なっていますので、将来、年金の価値がなくなるという心配は

いりません。ところで、総理府統計局は、四月二十五日に昭和

四十八年度の年度平均の全国消費者物価指数が、昭和四十七年

度のそれにくらべて 21. 8 ％上昇したと発表しました。 

これをうけて国民年金は、ことしの九月分から 21. 8 ％を

基準にして下記の表のとおり引き上げられます。 

種 	類 条 	件 現行年金額 加算額 改正年金額 

老齢年金 25年納付 278,640 円 21.8 % 339,600 円 

力 10年年金 174,150 円 21.8 % 212,259 

ク 5年年金 111,456 ク 135,840 

障害年金 1 	級 348,300 ク 424,500 

刀 2 級 278,640 ノン 339,600 

母子年金 子 1人 278,640 339,600 

準母子年金 孫または弟I人 278,640 339,600 

遺児年金 遺児 1人 278,640 339,600 

05年年金は、老齢福祉年金とのかねあいで、とくに 

10月から156,000 円に改正されます。 

県
交
通
事
故
相
談
所
の
九
月
の
 
「移
動
交
通
事
故
相
談
所

」
 

は
、
九
月
十
日
（
水
）
午
前
十
時
か
ら
市
中
央
公
民
館
で
開
設
 

移
動
交
通
事
故
相
談
所
は

十
日
で
す
 

し
ま
す
c
交
通
事
故
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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